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2015.10.21（第一報）

SV 審査員招聘に関する経緯説明

まず、皆様に申し上げます、2015 年 9 月 6 日、ニュルンベルクにおいて、三協会は協定に合意し

て署名しました。すべてが新しくなる犬界の夜明け 2016 年はもうすぐ始まります。我々は JSV、

PD がニュルンベルク協定をハッキリと公告していただいたうえでの、愛犬家第一の透明性の高い

話し合いであれば、いつでもお待ちしております。

一般社団法人 SVJ 事務局長 益田晴夫

10 月 22 日（木）10:00 現在まで JSV からは何の連絡もありません

10/17(土)

20:57

メール：SVJ→JSV 本部

↑

10/8(金)から 10/16(金) JSV から返答なし

↓
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10/8(木) ドイツにて SVJ（益田）がヴュスト氏（JSV）に以下を提案

1. JSV はニュルンベルク協定で合意して調印した事実を公告していただきたい。

2. 我々は滋賀のホテルや施設利用に関して 1 年前から契約がある。JSV 日本ジー

ガー展を滋賀で開催されるなら、11 月 14 日（土）、会場と SV 審査員を友好的に

お譲りいたします。

3. これ以外の交渉条件はございません。

上記、実施となる場合は SV 審査員の諸経費は SVJ と JSV で折半とします。

10/2(金) 電話：JSV 鈴木理事→SVJ 山田理事長（電話：山口会長→益田の数時間後）

鈴木理事「11 月 14 日（土）の JSV ジーガー展に SVJ で招聘した SV 審査員を神

奈川に派遣していただきたい」

山田理事長「JSV はまずニュルンベルク協定を会員の皆さんに発表してください」

10/2(金)

12 時頃

に数回

やりとり

電話：JSV 山口会長→SVJ 益田事務局長

山口会長「山田理事長と話がしたい。取り次ぎ願いたい」

益田「電話だと、後で言った言わないになりますので、メール、ファックスなんで

も結構ですので書面でお願いします」

山口会長「30 秒で済む。ドイツに報告しなければならない」

益田「山田理事長に確認します」

確認後

益田「山田理事長は、まず JSV はニュルンベルク協定を発表してください。と申

しております」

山口会長「30 秒で済む。ドイツに報告しなければならない」

益田「こちらはには、報告をしなければならないような伝達が、ドイツから一切あ

りません。ドイツからの伝達をファックスしていただけますか？」

山口会長「それは無い。通訳が私に電話をしてきた」

益田「それでは、通訳さん（ドイツ）に報告しなければならない内容をメール、フ

ァックスなんでも結構ですので書面でお願いします。こんな形ではなく、日本犬界

の将来のための、オープンで透明性の高い話し合いでしたら、三協会で明日にでも

しましょう」
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9/6(日) ドイツ・ニュルンベルクにて三協会 SVJ、JSV、PD 協定に同意、調印。

5/31(日) JSV 理事会にて

「今年の日本ジーガー展には SV 審査員を招聘したいと会長より提案があり、その

場合には事前に会報に掲載することが説明された」

2015 年

3/23(月)

SV からの SVJ Siegerschau への SV 審査員派遣許可証受理

2014 年

12/15(月)

2015 SVJ Siegerschau の開催日告知（開催日、場所、すべて）

開催場所と施設の予約

敬称略、メール等は原文のまま


